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LGBT+当事者として肌で感じる
のは、入社直後（10年近く前）とは
比べものにならないくらい、制度
面が整備されたことと、社内でも
LGBT+への認知度が高まったこ
と。各種福利厚生制度では、同性
パートナーも配偶者として定義さ
れているし、アライをはじめとした
啓発活動全般で精神的な安心感
というベネフィットを受けている実
感があります。新しいものを受け
入れる風土が根付いていることも
感じますね。

「個々のユニークな経験や視点が、
ビジネスにとってかけがえのない
価値をもたらす」という共通認識
が組織風土の中で浸透しており、
一人のLGBT+当事者として多角
的にサポートされていると感じて
います。そんな個人がチームにも
たらす価値や、多様なメンバー間
で起こる化学反応そのものがデロ
イト トーマツ グループのカル
チャーであり、LGBT+コミュニティ
を含む、多様なメンバーを尊重す
ることにつながっています。

一人のアライとして、社内のアライ
ネットワークに加わってみたり、周
囲に声を掛けてLGBT+関連のイ
ベントに参加してみたり。何事も
一歩踏み出すきっかけは大事です
し、一人ひとりが変われば、それ
は社会が、未来が変化することに
繋がるんですよね。アライとして、
子を持つ親として、誰もが好きな
ものを好きと言えて、ありたい自
分であれる世界を目指して、私は
今日もアライシップを体現してい
きます。

トランスジェンダー当事者として、
入社前や直後は働いていけるの
か本当に不安でいっぱいでした。
でも、そんな不安は入社後すぐに
なくなりました。LGBT+に限らず
様々なバックグラウンドや価値観
をもつメンバーが大勢いるデロイ
ト トーマツ グループでは、誰もが
自分らしく働ける環境づくりを会
社として推進していることが誇ら
しいですし、今後もメンバーの一
員として、それぞれの目指す生き
方を支え合っていきたいです。

@ デロイト トーマツ グループ

PRIDE

DEI推進に関する
様々な取り組みの詳細は
こちらからご覧いただけます

マネジャー
（コンサルティング所属）

マネージングディレクター
（リスクアドバイザリー所属）

コンサルタント
（コンサルティング所属）

スタッフ
（コーポレート所属）



アライである私が入社直後に嬉しかったのは、様々な場面でLGBT+に関
する取り組みやアライ活動に触れる機会が多いこと。リーダーとの対話イ
ベントや、DEIニュースレター、アライネットワークなどだけではなく、たと
えばグループ全体で実施された寄付月間キャンペーンでは、LGBT+関連
のNPOが寄付先として推薦されているなど、1人のアライとして具体的な
アクションを取れる機会や場が多くて嬉しい。アライとして大切なのは、ま
ずは「知る」こと。そして、1人から2人、2人から4人と、アライ活動を伝播さ
せていくこと。それが実現できる環境だと思う！

#アライ  #社内風土  #アライネットワーク  #寄付

全社必須の研修以外にも、当
事者による経験談やディスカッ
ションなど、多様な勉強会や
ワークショップが開催されてい
る。社会的な課題から日常業
務で起こりうるケースなどを踏
まえて作られたコンテンツは、カ
ミングアウトしている当事者が
周りにいてもいなくても、しっか
りとLGBT+の立場や観点など
について考えられる内容になっ
ていて、正直すごく学ぶことが多
いです。

#勉強会  #イベント

「PRIDE指標（※）ゴールド」
を連続受賞していることで、
当事者が安心できる職場
だと思い入社しました。

# PRIDE指標

※PRIDE指標：職場におけるLGBT+
への取組みに対する評価指標。
デロイト トーマツ グループは2018
年以降連続で最高位のゴールドを
受賞。

トランジション途中で入社した
際、通称名の使用やトイレの問
題等、本当に細かい点まで温か
い雰囲気の中で私の気持ちを
きちんと確認してくれたことが、
精神面で大きな支えになった。
また、海外で性別移行手術を
受けたときは、有給休暇だけで
はなく特別休暇制度も利用す
ることができて、2か月ほどの期
間をすべてカバーすることがで
きたのは安心でした。

＃トランスジェンダー
#トランジション
#特別休暇

～一人ひとりが活躍する会社から、一人ひとりが活躍する社会を～
違いに「気づく」·強みを「築く」

アライそして管理職の一人とし
て、LGBT+当事者が監修する
ガイドラインや相談窓口が本当
に頼もしい！実際にLGBT+当
事者メンバーが新卒で入社した
際には、しっかりとコミュニケー
ションをとりながらサポートする
ことができ、そのメンバーは今、
組織で大活躍してくれている。

#ガイドライン
#相談窓口



さまざまな観点から、Diversity, Equity & Inclusionを推進しているデロイト トーマツ グループ。
こちらのニュースレターでは、LGBT+インクルージョンについて、
実際にデロイト トーマツ グループで働いているメンバーから寄せられた声をお届けします。

子どもをもつアライです。グループがレインボープライドに参加しているの
をきっかけに、子どもたちと一緒にパレードに参加して、様々なことを子ど
もたちに教えることができました。他にも、DEIブログやレポートなど対外
的に発信しているものも多く、家族で一緒に考えられる話も多いです。

#アライ  #レインボープライド  #家族

デロイト トーマツ グループは、婚姻の平等やLGBT+平等
法などの社会変革につながるキャンペーンに公式に賛同を
表明している。LGBT+当事者として、自分の会社がこのよ
うにLGBT+に対するコミットメントを明確に示す姿勢をと
ても心強く感じている。

#社会変革

#当事者  #サポート  #イベント登壇

入社してよかったのは、サポートの手を差し伸べて
くれる仲間にあふれていたこと。当事者として改め
て感謝を伝えたい。社内イベントで当事者として経
験を話せる場もあり、声をあげていきたい人にこの
ような機会が豊富にあるのも魅力だと思う。

社内で障がいのあるメン
バーが制作しているグッ
ズは数多くあるけど、そ
の中でも私のイチオシは
レインボーキャンドル！　
在宅勤務中も社内の
LGBT+メンバーやアラ
イネットワークとのつな
がりを感じられるし、 
売上が寄付になるのも
最高！

#アライグッズ

学生向けにLGBT+インクルー
ジョンに関する出張授業なども
行っていて、講師として参加し
た。次世代を担う学生さんに向
けて、インクルーシブな社会の
大切さを伝えられて嬉しかった！

# LGBT+教育
#出張授業
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デロイト トーマツ グループは、誰もが自分らしく活躍できる
インクルーシブな社会の構築を目指しています。これは、決
して我々のファームだけで実現できるような簡単なことで
はないと理解しています。しかし、私たちが絶えず挑戦を続
けることで、社会全体の変化へ貢献できることもあると、私
は考えます。デロイト トーマツ グループは、これからも
LGBT+インクルージョンを含むDEIを強く推進していきます。

私たちは誰もが、「他の誰とも違う、一人の人間」として生き
ています。逆に言えば、それぞれの細やかな違いが考慮され
ないと、その人ではない「他の誰か」になってしまうのです。
中でも、ジェンダーのグラデーションは、自分らしくあるため
に重要な基盤の一つでもあります。一人ひとりが持つ違い
を大切にしながら、互いにその違いを尊重しあい、よりイン
クルーシブな未来の実現に向け一緒に歩んでいきましょう！

デロイト トーマツ
グループ全体に関する
案内はこちら

大久保 理絵 （ze/hir/hirs or Rie）
デロイト トーマツ グループ
Chief Talent Officer & DEI Leader

木村 研一 （he/his/him）
デロイト トーマツ グループ
Chief Executive Officer


